



















ては、デ・アゴスティー ニ版『美術家列伝』第二版（G. Vasari, 
Le vite de’ più eccellenti pittori, scultori, e architettori, vol. 8, 
Novara, 1967, pp. 48-50）を底本とし、あわせて英訳版（G. Vasa-


























































していた主要な画家および彫刻家とともにデ・ロッシもこれに関わっていた（G. Vasari, Le vite de’ più eccelenti pittori, scultori e 




のなかでも、バンディネッリの弟子としてのデ・ロッシの活動についてたびたび言及している（G. Vasari, op. cit., vol. 6, pp. 7-86: pp. 
73, 79, 84）。また 1584年にフィレンツェで出版されたラファエッロ・ボルギーニの『イル・リポーゾ』においても、デ・ロッシにつ
いて一定量の記述がなされている（R. Borghini, Il riposo, in cui della pittura, e della scultura si favella, de’ piu illustri pittori, e 
scultori, a delle piu famose opere loro si fa mentione, e le cose principali appartenenti a dette arti s’insegnano, Florence, 1584, 
pp. 486-89）。ただし両者の記述には、帰属作品や制作の時系列に齟齬が見られる。




:RUNVE\9LQFHQ]RGH¶5RVVL´The Art Bulletin, vol. 53, No. 3, 1971, pp. 344-66. また、R. Schallert, Studien zu Vincenzo de’Rossi: 
die frühen und mittleren Werke (1536-1561), Hildesheim, 1998では、ローマでの修業時代からフィレンツェへ帰還するまでに至る
前半期の活動が体系的に示された。ほかに 5$6FRU]D³$/LIH6WXG\E\9LQFHQ]RGH¶5RVVL´ Master Drawings, vol. 22, No. 3, 
SS%&DVWUR³9LQFHQ]RGH¶5RVVL8QRVFXOWRUHWUD5RPHH)LUHQ]H´Scultori del cinquecento, Rome, 1998, 
pp. 110-28も参照。
 デ・ロッシの生年については 1525年とする見解が通例であり、これは 1570年 12月12日になされた訴訟の記録文書において、証
人をつとめたデ・ロッシがこのとき 45歳であると記されていることを根拠としている（G. Milanesi, Documenti per la storia dell’arte 
senese, vol. 3, Siena, 1856, p. 237）。ただし、+8W]op. cit., 1971, p. 344および '+HLNDPS³'LH/DRNRRQJUXSSHGHV9LQFHQ]R
de’ Rossi”, Mitteilungen des Kunsthistorischen Institutes in Florenz, vol. 34, 1990, pp. 343-78: p. 343では 1527年とされる。生年
の問題については R. Schallert, op. cit., 1998, p. 14, n. 48を参照。父であるラファエッロ・ディ・バルトロメオ・デ・ロッシ・ダ・フィエー
ゾレは、1515-16年にロレンツォ・デ・メディチが率いたウルビ ノー公国に対する戦争で、フィエーゾレ軍の一部隊の隊長をつとめた
人物として 1516年に記録されている（BNCF, Poligrafo GarganiVFKHGDULRPDQRVFULWWR+8W]op. cit., 1966, p. 33）。
 なおデ・ロッシの建築作品については、ボルギーニがその存在を示唆しているものの、具体的な施工例は挙げられていない（R. 
Borghini, op. cit., 1584, p. 489）。
2 修業時代については、+8W]op. cit., 1966, p. 33; R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 27-69を参照。ウッツは、デ・ロッシが 1534年
にフィレンツェで税金の支払いを免除されている記録が残されていることから（ASF, Campione 1534, Gonfaloniere Nero, c. 478）、
このとき早くも 9歳にしてバンディネッリ工房へ入門していたと推測している。一方シャラ トーはウッツの見解を踏まえた上で、「バ
ンディネッリとともにローマに居た折、バンディネッリは教皇レオと教皇クレメンスの両墓碑を手がけていた」とするボルギーニの記
述をうけて、遅くとも1536年までには、ローマのバンディネッリ工房で弟子として修行を開始したとみている（R. Schallert, op. cit., 
1998, pp. 14-15; R. Borghini, op. cit., 1586, pp. 486-87）。同時期およびやや後年のバンディネッリ工房に居た同世代の弟子としては、
バッティスタ・ロレンツィ［1527-94］とフランチェスコ・カミッリアーニ［1530-76］が知られる（R. Schallert, op. cit. 1998, p. 27）。
バンディネッリは 1536年から1541年にかけてローマのサンタ・マリア・ソプラ・ミネルヴァ聖堂内陣に対面して配される《レオ 10
世墓碑》と《クレメンス 7世墓碑》の制作にあたっており、墓碑に組み込まれた聖パウロ、聖ペテロ、洗礼者ヨハネ、福音書記
者ヨハネの各彫像、上段の各三区画を充填する物語場面を表す浮彫（主題をめぐる議論は R. Schallert, op. cit., 1998, p. 28, n. 9
を参照）の制作にデ・ロッシも携わったとみられる。
 ヴァザーリの記述には無いが、ボルギーニは修業時代にデ・ロッシが単独で仕上げた作品として、ローマのサン・サルヴァトーレ・イン・
ラウロ聖堂付属修道院内の大型のレリ フー《ペテロの解放》と《父なる神》を挙げており（R. Borghini, op. cit., 1584, p. 487）、こ
れは 1541年から1542年頃の制作とみられる（R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 37-54. この浮彫の制作年代については ibid., p. 56
も参照）。また同様にボルギーニは、現在フィレンツェのヴェッキオ宮殿西側入り口前に設置されている大理石の男女 2体のヘル




は R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 54-69を参照。ボルギーニの記述では、ほかに《レダと白鳥》および《バッコス》の存在が知ら
されているが、現在はいずれも所在不明である（R. Borghini, op. cit., 1584, p. 487; R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 264-67）。
3 R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 79-106. 本作品はデ・ロッシのローマ時代における最初の単独作品であり、また一次史料によってロー
マでの委嘱が裏付けられる唯一の作品である。アントニオ・ダ・サンガッロとラファエッロ・ダ・モンテルーポによる仲介で、ヴィルトゥ
オージ・アル・パンテオン会（ローマの芸術家によって結成された同信会）より委嘱され、1545年 8月12日にデ・ロッシとの契
約が確定した。翌年 9月 22日には 65スク ドーを受領しており、完成した作品は 1547年 10月 9日以降 11月13日までに、パン
テオンの聖ヨセフ礼拝堂に設置された。関連する一次史料については ibid., pp. 232-39を参照。
 ボルギーニによれば、これに先立つパンテオンの《十歳の少年としてのキリストを伴う聖ヨセフ》と時期を同じくして、デ・ロッシは《受
胎告知》を表す浮彫と、等身大を超える大きさの彫像《サトゥルヌス》を手がけた（R. Borghini, op. cit., 1584, p. 487）。前者の浮
彫はヴィテルボのサンタ・マリア・デル・ポッジョ聖堂に配されたことがわかっているが、同聖堂は第二次世界大戦で全壊しており、
現在は同聖堂内の聖具室に置かれている（R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 106-19）。後者の彫像についてはボルギーニの記述を除
いて確認しうる史料を欠いており、作品の所在も不明である（R. Schallert, op. cit., 1998, p. 267）。
 さらに、これらに続くローマ時代の作品として、《ウベルト・ストロッツィ墓碑》のための被埋葬者の胸像が挙げられる。ボルギー
ニによれば、デ・ロッシはローマおよびフィレンツェで幾多の肖像彫刻を手がけたとされ、同墓碑の胸像はその一つに数えられる（R. 
Borghini, op. cit., 1584, pp. 488-89）。当該墓碑は被埋葬者であるウベルトが歿した 1553年より、《パウルス 4世記念碑》に着手
した 1555年末ないし1556年初頭までの期間に制作されたとみられるが、1554年のフィレンツェ滞在までには仕上げられていた
と推察されている（R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 257-58）。ウベルトの胸像およびそのほかの肖像彫刻については、R. Schallert, 
op. cit., 1998, pp. 119-35を参照。
4 同聖堂内チェージ家礼拝堂には、左壁面に《アンジェロ・チェージ墓碑》、これと対面する右壁面に《フランチェスカ・カルドゥーリ・
チェージ墓碑》が安置されている。R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 155-200. 関連する一次史料については ibid., pp. 242-47を参照。





Schallert, op. cit., 1998, p. 243）。
6 R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 146-55. 関連する一次史料については ibidSS+8W]op. cit., 1971, pp. 363-64, Doc. 4を





[1527/28-1594]がそれぞれ手がけたと考えられている（R. Schallert, op. cit., 1998, p. 268）。
7 R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 201-23. 関連する一次史料については ibid., pp. 247-49を参照。本作品の主題は 《テセウスとヘレネ》
とされるが、フランチェスコ・ボッキは《パリスとヘレネ》として記述を残している（F. Bocchi, Le bellezze della città di Fiorenza, 
GRYHjSLHQRGLSLWWXUDGLVFXOWXUDGLVDFULWHPSLMGLSDOD]]LLSLQRWDELOLDUWL¿]LM	SLSUH]LRVLVLFRQWHQJRQR, Florence, 1591, 





を記している（J. W. Gaye, Carteggio inedito d’artisti dei secoli XIV, XV, XVI, vol. 3, Florence, S1R;;9,,,）。
8 1587年、フィレンツェのピッティ宮殿の背後に広がるボーボリ庭園内にベルナルド・ブオンタレンティ [1531-1608]が制作した
グロッタ（いわゆるグロッタ・グランデ）の内部に配された。D. Heikamp, “la Grotta Grande del Giardino di Boboli”, Antichità 
viva, vol. 4, No. 4, 1965, pp.+8W]op. cit.SS'+HLNDPS³7KHµ*URWWD*UDQGH¶LQWKH%REROL*DUGHQ
Florence: a drawing in the Cooper Hewitt Museum, New York”, Connoisseur, vol. 199, 1978, pp. 38-43; R. Galleni, “Per una 
LSRWHVLLQWHUSUHWDWLYDGHOJUXSSRVFXOWRUHRGL9LQFHQ]RGH¶5RVVLQHOOD*URWWD*UDQGHGL%REROL´BOBOLI 90 (Atti del Convegno 
Internazionale di studi), 2 vols., Florence, 1989, vol. 1, pp. 47-56も参照。デ・ロッシをコジモ1世に推薦する内容の書簡は、註 7
に示した 1560年の自己推薦書のほか、同年に記された 2通が現存している―同年 2月 23日付、ジュリア ノー・チェザリ ノー（在
ローマ）からコジモ1世（在フィレンツェ）宛（ASF, Mediceo¿O$F）および、同年 3月 2日付、ジローラモ・モレッリ（在
フィレンツェ）からコジモ1世（在地不明）宛（ASF, Mediceo¿O$F）。












れ移設された（R. Borghini, op. cit., 1584, p. 488）。軍事総督ジョヴァンニ・バッティスタ・クレーシの記述によれば、この粗彫り
の 5体のうち 3体は、デ・ロッシ歿後の 1599年に当時のトスカーナ大公フェルディナンド 1世の命でラストラ・ア・シーニャからフィ
レンツェのジャンボローニャ工房に運び込まれており、これを裏付けるように 1600年 2月 6日付の大公宛の書簡においてジャン
ボローニャは 3体の完成に着手する旨を記している（J. W. Gaye, op. citYROSS1R&&&&;,;+8W]op. cit., 
1971, p. 348; F. Baldinucci and F. Ranalli (eds.), Notizie dei professori del disegno da Cimabue in qua: per le quali si dimostra 
come, e per chi le belle arti di pittura, scultura e architettura, lasciata la rozzezza delle maniere greca e gotica, si siano in questi 
secoli ridotte all’antica loro perfezione (1681), vol. 3, 1974-75, p. 497）。しかしながら現在、この 3体を含む粗彫りの 5体の所
在は不明である。現存する7体の制作年代は明らかになっていないが、1563年 3月 2日付のデ・ロッシ（在フィレンツェ）からコ
ジモ1世（在地不明）宛の書簡では、フィレンツェの大聖堂造営局にある作業場にデ・ロッシによる作品 4体を保管している旨が
記されており、これらはヘラクレス連作を指すものとみられる（J. W. Gaye, op. citYROSS1R;&,;）。
10 ヴァザーリが述べるところの「作品全体」について、ハイカンプは「ヘラクレスの十二功業」を表す彫像群からなる大規模な泉の
構想を示す素描（クーパー・ヒューイット美術館所蔵）を提示し、現存するヘラクレスの群像はコジモ1世の委嘱を受けて着手さ








品はシチリア島パレルモ市へ移送された（R. Borghini, op. cit., 1584, p. 488）。また現在フィレンツェのボーボリ庭園に置かれる大
理石の彫像《バッコス》と同地のバルジェッロ国立美術館所蔵の大理石の横臥像《眠るアドニス》はその様式上の親近性が指摘
されている（+8W]op. cit., 1966, p. 32; R. Schallert, op. cit., 1998, pp. 277-79）。ボルギーニおよびバルディヌッチによれば、《アド
ニス》はイザベラ・メディチがヴィッラ・バロンチェッリ（現ポッジョ・インペリアーレ：註 9を参照）のために購入したとされるた
め、イザベラが同ヴィッラを入手した 1565年以降に編年されている（+8W]op. cit., 1966, p. 32）。なお《バッコス》の帰属につい
ては、デ・ロッシとピエリ ノー・ダ・ヴィンチとのあいだで見解が分かれている（:*UDPEHUJ³(LQH%DFFKXVVWDWXHGHV&LQTXHFHQWR




を手がけている（E. Allegri and A. Cecchi, Palazzo Vecchio e i Medici, Florence, 1980, pp. 323-50; 338-41）。
 そのほかフィレンツェ大聖堂のための《聖マタイ》に加え、現在スイスの個人コレクションに入っている《ラオコーン》をも手がけ
たことが知られる。後者の群像については D. Heikamp, op. cit*&DSHFFKL³6XSHUDUHO¶DQWLFRLO/DRFRRQWHµSHUIHWWR¶´
Baccio Bandinelli: scultore e maestro (1493-1560), Florence, 2014, pp. 129-55; 136-37を参照。
12 1564年のミケランジェロの死に際して、フィレンツェのアカデミア・デル・ディセーニョの主導のもとで盛大な葬儀が執り行われた。
当該の葬儀に関しては、J. Giunti, Esequie del divino Michelangolo Buonarroti celebrate in Firenze dall’Accademia de Pittori, 
6FXOWXUL	$UFKLWHWWRULQHOOD&KLHVDGL6/RUHQ]RLOGL/XJOLR, Florence, 1564を参照。 
13 フランチェスコ1世とジョヴァンナ・ダウストリアとの 1565年の結婚祝祭を指す。デ・ロッシとルスポリは当該の祝祭に際して、
フィレンツェのカント・デイ・カルネセッキに設けられた勝利門の制作を請け負っていた。この勝利門の装飾に関する同時代の
記録は以下を参照。D. Mellini, Descrizione della entrata della serenissima Regina Giovanna d’Austria et dell’apparato, fatto 
in Firenze nella venuta, e per le felicissime nozze di sua Altezza et dell’illustrissimo, et eccellentissimo S. Don Francesco de 
Medici, Principe di Fiorenza, e di Siena, Florence, 1566, p. 131. さらにこのときデ・ロッシが制作した 12体の彫像のための支払い
記録は以下を参照。H. W. Frey, Neue Briefe von Giorgio Vasari, Burg bei Magdeburg, 1940, p. 244, n. 174. また弟子のルスポリ
の協力については以下の脚注を参照。G. Vasari, op. cit., 1967, vol. 8, p. 50, n. 2.
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